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高温環境下における養液栽培に関する研究

第１報マスクメロン栽培における固形培地の比較
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（琉球大学農学部）

ShigeyasuYoNEMoRI：Studyonthehydroponiccultivation

underthehightemperatureconditions

はじめに

養液栽培による数種野菜の工場的生産システム

が実用化しつつある。すなわち、天候、土壌、生

物的環境の影響を排除して、野菜に最も適した生

産環境を人為的に調節して、工場的生産システム

で野菜の栽培を行おうとするものである。その結

果、計画生産、栽培期間の短縮、省力化、無農薬

栽培等が可能になり、更に、地下、砂漠、極地、

宇宙での植物栽培を図ろうとする方式である。

沖縄県内においても知念村、金武村でＮＦＴ方

式、西原町、名護市、読谷村でハイポニカ方式、

平良市、知念村、南風原町、嘉手納町、本部町、

国頭村、伊是名村でパミスサンド栽培方式が導入

され、サラダナ、ミニトマト、メロン、キュウリ

等が栽培されている。養液栽培の始まりは、水耕

栽培、れき耕栽培が主流で、イギリス、オランダ、

デンマーク等の北欧寒冷地域で発達した技術であ

る。したがって、高温期間が長期に続く沖縄にお

いては培養液のコントロール（液温、培養液濃度、

溶存酸素）に寒冷地域とは異なる種々の問題がある。

そこで、高温環境下における養液栽培の技術確

立を図る目的で種々の固形培地を用いてマスクメ

ロンの栽培を行ったのでその結果を報告する。

期間1990年９月５日(播種）

～１２月20日(収穫）

品種アールスセイヌ秋冬２号

（八江農芸育成）

培養液大塚ハウス１号（１５０９）＋大塚ハウ

ス２号(1009）＋大塚ハウス５号(５９）

／水（100リットル）

施用員９月：300cc～400cc／１株／１日

１０月：500cc～1000cc／１株／１日

１１月：500cc～1000cc／１株／１日

１２月：500cc～1000cc／１株／１日

培地ロックウール（Ｒ・Ｗ）

プラックライト（Ｂ・Ｌ）

イソライト（１．Ｌ）

バーミキュライト（Ｖ・Ｌ）

ピートモス（Ｐ．Ｍ）

パミスサンド（Ｐ．Ｓ）

ベッド内寸40cm×120cm×10cｍ（発泡スチロー

ルボックス）各培地５ボックス

栽培株数１５株（１ボックス当り３株で５ボックス）

調査方法草丈、葉数、葉長、葉幅、生葉重は定

植後30日目葉長、葉幅、生葉重、葉

緑素値は10節目の葉を測定、果実調査

は収穫時の12月20日に行った

※葉緑素値はミノルタSPAD-501の

測定値である

材料および方法

第１回（1990年）

場所琉球大学農学部附属農場

ピニールハウス
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パミスサンド（Ｐ．Ｓ）

パーライト（Ｐ．Ｌ）

ゼオライト（Ｚ．Ｌ）

ベッド前年度に準ずる

栽培株数前年度に準ずる

調査方法前年度に準ずる

＊栽培装置は図１に示したとおりである。

第２回

場所

(1991年）

琉球大学農学部附属農場

ビニールハウス

1991年９月１日～12月20日

前年度に準ずる

前年度に準ずる

前年度に準ずる

ロックウール（Ｒ・Ｗ）

期間

品種

培養液

施用量

培地

三霧

壽霧 露雲霧i鬘雲臺i議簔二参雲霧

菫i:iiiiiiii蓋霧菫壽i乞
･行宇
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雲iiiiiiiIl
:;f<;鑑；iii;雲iii;；霧詫タンク

(肥料ｺﾝﾄﾛｰﾗｰ）

水中ポンプ

｛戸)==

図１栽培システムの概要

結果および考察表２の果実調査の結果では、着果節位が最も低

表１、表２は1990年度、表３、表４は1991年度いのはパミスサンドで10.5節、ロックウールは

の調査結果である。まず、表１の定植後30日目の115節、ブラックライトは141節、イソライトは

初期生育に及ぼす固形培地の影響は、草丈、葉数､、16.4節であった。果実童はパミスサンドが17309、

葉長、葉幅、生葉重のいずれもパミスサンドが最ロックウールが15609、プラックライトが13409,

もよく、つづいて僅差でロックウール、ブラックイソライトが12809であった。その他の果肉厚、

ライトとイソライトは生育はするものの緩慢で、プリックス、ネット形成および果型のいずれの項

バーミキュライトとピートモスは殆ど生長しない目ともパミスサンドとロックウールに良い結果が

状態であった。１０節目の雌花開花所要日数は、パ 見られ、プラックライトとイソライトは収穫Iまで

ミスサンドが53.4日で一番早く、つづいてロックきたものの商品としての価値は著しく低いものと

ウールが２日遅れの55.7日、プラックライトが6５みられた。パーミキュライトとピートモスは生育

日、イソライト71.2日、バーミキュライトとピー初期で生長がストップして枯死した。

トモスは開花まで至らなかった。葉緑素値は、ロッ 以上の６種の固形培地を用いたマスクメロンの

クウールが56.3、パミスサンドが53.4で高く、プ養液栽培でパミスサンドとロックウールが生長、

ラックライトが41.5、イソライト38.5であった。収量、品質、栽培期間の面からも優れた培地であ
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表１マスクメロンの初期生育に及ぼす固形培地の比較
1990年12月

培地草丈葉数葉長葉幅 生葉重雌花開花日葉緑素値

Ｗ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｍ
Ｓ

●
●
●
●
●
●

Ｒ
Ｂ
Ｉ
Ｖ
Ｐ
Ｐ

128.5cｍ

９６．３

７４．４

１５．１

5.5

135.6

10.3

８．４

８．１

４６

3.0

12.2

18.3ｃｍ

12.0

11.3

21.6ｃｍ

14.5

14.1

10.89

６．３

６．３

55.7日

65.4

71.2

56.3

41.5

38.5

22.4２７．５ 12.3 53.5 53.4

表２マスクメロンの果実に及ぼす固形培地の比較

1990年12月

培地 着果節位果重 果肉厚プリックスネット形成果型

11.5節

14.1

16.4

Ｗ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｍ
Ｓ

●
●
●
●
●
●

Ｒ
Ｂ
Ｉ
Ｖ
Ｐ
Ｐ

14.7度

12.5

126

優
良
可

15609

1340

1280

優
良
良

４４ｃｍ

3.1

3.0

10.5 優優1730 5.2 15.8

ると判断され、他の培地については養液栽培には

不適で何等かの改良が必要であると判断された。

第１回目の結果からパミスサンドとロックウー

ルが養液栽培に優れていたことから第２回目は、

パーライト、ゼオライトを用いて４種の固形培地

の比較をしたものが表３、表４である。

表３のマスクメロンの初期生育状況は、草丈、

葉数、葉長、葉幅、生葉重のいずれもパミスサン

ドが最も良い結果が出ており、つづいてロックウー

ルであったが、ゼオライトとパーライトは最も劣っ

ていた。第10節の雌花開花所要日数もパミスサン

ドが55.8日で最も早く、ロックウールが58.9日、

ゼオライトが60.8日、パーライトが61.4日であっ

た。葉緑素値もパミスサンドが55.7、ロックウー

ル53.5、ゼオライト506、パーライト47.4であっ

た。

表４の収穫時の果実調査の結果は、着果節位で

低節着果の順にパミスサンド114節、ロックウー

ル12.1節、ゼオライト123節、パーライト13.3節

であった。果実童はパミスサンドが16309、ロッ

クウール14909、ゼオライト13309、パーライト

12409で、パミスサンドが大きかった。以下、果

肉厚、プリックス、ネット形成、果型のいずれも

パミスサンドとロックウールが良く、揃いも良かっ

た。パーライトとゼオライトは収量、品質とも著

しく劣り、不揃いでもあった。
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また、第1回目のバーミキュライトとピートモ

スは初期生育から生育が停滞し葉色の黄化、根の

褐変等の現象から培地溶出液のｐＨによるものと

考えられる。

何れにせよ、パミスサンドとロックウールは

ｐＨや保水性等の矯正、改良の必要が無く、取扱

いが簡単であることから沖縄における養液栽培の

培地として優れた培地と判断された。

前年度同様、パミスサンドとロックウールは生

育、果実収量、品質および栽培期間とも他の培地

に比べて格段に良い結果が得られた。

これらの結果の要因として、培地の水分保持特

性が大きく関与しているように見られ、パーライ

トとゼオライトは培養液を施用すると短時間で排

液が多くなり、茎葉のしおれが発生したことから、

培地の乾湿差が大きいことによるものと推測された。

表３マスクメロンの初期生育に及ぼす固形培地の比較

1991年12月

培地草丈葉数葉長葉幅生葉重雌花開花日葉緑素値

Ｗ
Ｓ
Ｌ
Ｌ

●
●
●
●

Ｒ
Ｐ
Ｐ
Ｚ

98.6ｃｍ

122.2

７６．４

８１．５

４
８
３
４

●
●
●
、

８
９
６
７

15.8ｃｍ

18.3

13.3

13.8

19.3ｃｍ

22.2

16.4

18.8

８．５９

１０．２

７．７

７．９

58.9日

55.8

61.4

60.8

53.5

55.7

47.4

50.6

表４マスクメロンの果実に及ぼす固形培地の比較
1991年12月

着果節位果重培地 果肉厚プリックスネット形成果型

12.1節

11.4

13.3

12.3

Ｗ
Ｓ
Ｌ
Ｌ

●
●
●
●

Ｒ
Ｐ
Ｐ
Ｚ

13.4度

14.7

11.5

12.8

優
優
可
良

14909

1630

1240

1330

ｍＱ
Ｕ
Ｆ
Ｄ
Ｒ
〉
Ｒ
）

９
Ｊ
４
４
Ｏ
Ｂ
ワ
】

優
優
良
良

摘要

高温環境下における養液栽培の技術確立を図る

目的で、1990年度に６種類、1991年度に４種類の

固形培地を用いてマスクメロンの栽培を行い、生

育状況および果実の収量・品質を調査した。

１，１９９０年度はロックウール、ブラックライト、

イソライト、バーミキュライト、ピートモスそし

てパミスサンドを用いて栽培した結果、初期生育、

果実収量・品質に及ぼす培地の影響が顕著に現れ、

パミスサンドが最も優れ、つづいてロックウール、

プラックライトとイソライトは果実の収穫は出来

たものの商品価値は著しく低かった。又、バーミ

キュライトとピートモスは初期生育から生育障害

が見られ途中で枯死した。
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義と技術課題遺伝３８巻６号

2、橋本康、高辻正基１９８４世界の野菜工

場遺伝３８巻６号

３、山崎肯哉１９８４養液栽培の原理と応用

遺伝３８巻６号

４、西貞夫１９８６今なぜ水耕栽培かＴＨＥ

水耕栽培富民協会／毎日新聞社

５、伊東正１９８６西欧諸国における養液栽

培の現状と問題点養液栽培の新技術誠

文堂新光社

６，米盛重保１９８６亜熱帯気候下における養

液栽培の問題と簡便化について園芸学会

小集会資料（８）

２，１９９１年度は、ロックウール、パミスサンド、

パーライトおよびゼオライトの４固形培地を用い

て栽培した結果、前年度同様、初期生育、果実収

量・品質ともパミスサンドが最もよく、つづいて

ロックウールが良かった。パーライトとゼオライ

トは水分の乾湿差が大きいことによると思われる

茎葉のしおれが発生し生育、果実収量ともパミス

サンド、ロックウールより劣った。

３，２カ年間の栽培結果と培地の取扱いの面か

らパミスサンドは沖縄における養液栽培の培地と

して優れた培地と判断された。
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